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綿貫先生は、私より 16 歳年長の人生の先輩でありますが、1995 年に専修大学経営学部に一緒に入職した同期
の仲間でもありました。4 月 1 日に行われる新任教員への学部別説明を受けた後、廊下で綿貫先生から丁寧なご
挨拶を受けたことを、昨日のことのように記憶しております。
9 号館ができる前の専修大学生田校舎の研究室は数が不足しており、入職年次が少ない教員は二人の相部屋と
なっていました。1 年目は中堅の先生と一緒の研究室で大学での教員生活を学んだ後、2 年目からは 1 号館 4 階
の研究室で綿貫先生と相部屋になりました。1998 年 4 月に 9 号館が完成し、研究室数が増えることになり、そ
のままであれば 1 号館で別の部屋に分かれることになっていましたが、大き目の研究室を二人で使用するならば
新しい 9 号館に移動できるかも、という話しを聞き、綿貫先生と一緒に 9 号館 5 階研究室への希望を出し移動し





ネットワーク情報学部創設の当初は 3 コース制（コンテンツデザイン =CD、情報ストラテジー =IS、ネットワ
ークシステム =NS）をとっており、NS コースのチーフを綿貫先生にお願いいたしました。NS コースは、ほとん
ど毎年最も志望者が多かったので、100 名近い学生を相手に活気ある 2 年生演習を行っていました。自己主張の
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部の企業研修の頃から 20 年近くになります。2007 年から 11 年にわたって神情協により提供されていた SE 講座
は、綿貫先生のご意思によって、今後も継続することになりました。綿貫先生によって長きにわたって積み上げ
てきた活動を、ネットワーク情報学部の大事なものとして、発展させていかなければなりません。ご退職後も、
ネットワーク情報学部の活動にご助言いただきたく、お願い申し上げます。
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